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主
な
継
続
事
業

○
金
券
発
行
事
業

　

市
民
へ
の
各
種
補
助
金
等
を

市
内
の
店
舗
で
使
用
で
き
る
金

券
で
交
付
し
た
ほ
か
、
10
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
館
林
市
金
券
を

発
行
し
、一
層
の
消
費
喚
起
及
び

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
た
。

○
幹
線
排
水
路
整
備
事
業

　

準
用
河
川
宮
田
川
改
修
事
業

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
19
か
年

継
続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
る
が
、
本
年
度
は
護
岸
築

造
工
事
40
・
６
ｍ
を
実
施
し
た
。

○
西
部
一
号
線
道
路
改
良
事
業

　

平
成
22
年
度
か
ら
８
か
年
継

続
事
業
と
し
て
群
馬
県
が
整
備

を
進
め
、
本
年
度
の
県
発
注
工

事
等
の
費
用
を
負
担
し
、
事
業

が
完
了
し
た
。

○
東
部
環
状
線
改
良
事
業

　
　
（
市
道
３
３
６
３
号
線
）

　

平
成
21
年
度
か
ら
９
か
年
継

続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
、

本
年
度
は
舗
装
工
事
等
を
実
施

し
、
全
て
の
区
間
の
道
路
改
良

工
事
を
完
了
し
た
。

○
土
地
区
画
整
理
事
業

・
西
部
第
一
南
地
区

　

昭
和
61
年
度
か
ら
33
か
年
継

主
な
新
規
事
業

○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
が
、
本
年
度
は
西
部
一
号

線
舗
装
工
事
を
１
６
９
・
４
ｍ
、

３
戸
７
棟
の
建
物
移
転
等
を
実

施
し
た
。

・
西
部
第
一
中
地
区

　

平
成
元
年
度
か
ら
37
か
年
継

続
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
が
、
本
年
度
は
西
口
駅
前

広
場
整
備
工
事
２
８
９
２
・
１

㎡
、
区
画
道
路
改
良
工
事
１
０

９
・
５
ｍ
、
１
戸
２
棟
の
建
物

　

新
た
に
子
ど
も
の
学
習
支
援

事
業
を
実
施
し
た
。

○
保
育
園
施
設
整
備
事
業

　

南
保
育
園
の
保
育
室
を
増
築
し
た
。

○
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

　

子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
た

め
、
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
等
が
で
き
る
子
育
て
モ
バ

イ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
た
。

○
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

事
業

　

新
し
い
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建

設
の
た
め
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
焼

却
処
理
施
設
解
体
工
事
設
計
を

実
施
し
た
。

○
雇
用
安
定
対
策
事
業

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
奨
励
金
、
正

規
雇
用
促
進
奨
励
金
を
創
設
し
た
。

○
小
学
校
施
設
整
備
事
業

　

第
二
小
学
校
屋
内
運
動
場
大

規
模
改
修
工
事
、
第
五
小
学
校

教
室
棟
ト
イ
レ
改
修
工
事
、
第

十
小
学
校
屋
内
運
動
場
大
規
模

改
修
工
事
設
計
を
実
施
し
た
。

○
中
学
校
施
設
整
備
事
業

　

第
三
中
学
校
普
通
教
室
棟
西

側
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。

○
幼
稚
園
施
設
整
備
事
業

　

北
幼
稚
園
・
南
幼
稚
園
・
杉

並
幼
稚
園
の
ト
イ
レ
改
修
工
事

を
実
施
し
た
。

○
公
民
館
施
設
整
備
事
業

　

三
野
谷
公
民
館
改
築
工
事
設

計
を
実
施
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

平成29年度 館林市歳入歳出決算総括表
（単位：円）

区分
会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入

歳出差引残額

一 般 会 計 28,358,816,133 26,692,383,296 1,666,432,837

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 9,652,522,777 9,370,367,956 282,154,821
下 水 道 事 業 2,019,921,635 1,936,603,026 83,318,609
農業集落排水事業 52,711,468 42,575,869 10,135,599
介 護 保 険 6,220,558,365 5,913,912,341 306,646,024
後期高齢者医療 875,531,566 828,849,046 46,682,520

　

８
月
30
日
の
本
会
議
で
、
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
９
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間

に
わ
た
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
57
号
平
成
29
年
度
館
林
市
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
原
案

の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　本委員会は平成 28年 6月 23 日の第 2回定例会に
おいて、板倉町との合併に関する調査研究を行う目的
に設置され、延べ14回にわたり委員会を開催したほか、
栃木市への行政視察を実施するなど、館林市・板倉町
合併協議会と連動しながら、新市のまちづくりや合併
の方式等について検討することを目的に調査研究を
重ねてまいりました。現在、板倉町との合併協議は未
だ途上にあり、両市町の議員間での協議は土俵にすら
上っていない状況ですが、今回、本委員会における調査
事項について、一定の結論を得るに至りました。
　本委員会では、合併協議は今後も続いていくことから、
行政当局、合併協議会及び板倉町議会との連携のもと、
両市町の住民福祉の向上と持続可能なまちづくりを目
指し、住民の声を吸い上げ、前向きな議論を重ねながら、
合併に関する調査研究をなお一層推進していくことで、
意見の一致を確認しましたとの報告がありました。

合併調査特別委員会の
　中間報告（抜すい）


